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令和５年第１回定例会の内容を
わかりやすく 市民の皆さんにお伝えします



な
っ
て
湾
内
に
注
ぐ
の
で
、
栄
養
豊
富

な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
し
、
そ
の
お

か
げ
で
成
長
が
早
く
て
甘
み
も
強
い
、

お
い
し
い
ホ
タ
テ
に
な
り
ま
す
。

〔
議
員
〕　

稚
貝
の
不
足
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
原
因
は
何
で
す
か
？

〔
神
社
長
〕　

去
年
、
母
貝
が
放
卵
し
た
時

に
、
急
激
な
海
水
温
の
変
化
で
稚
貝
が

へ
い
死
し
た
こ
と
と
、
母
貝
の
絶
対
枚

数
の
不
足
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
親
貝
の
二
年
貝
を
作
っ
て
い
る
む

つ
市
、
横
浜
町
、
野
辺
地
町
で
は
、
こ

こ
３
、
４
年
、
立
て
続
け
に
へ
い
死
し

て
い
る
影
響
が
大
き
い
で
す
。

〔
穐
元
専
務
〕　

二
年
貝
を
作
っ
て
も
へ
い

死
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
ど
ん
ど
ん
半
成
貝
へ
切
り
替
え

る
と
い
う
悪
循
環
に
な
っ
て
い
ま
す
。

母
貝
保
護
の
た
め
の
取
組
が
必
要
で
す
。

〔
議
員
〕　

第
一
回
定
例
会
で
は
、
地
ま
き

放
流
用
の
半
成
貝
の
購
入
経
費
の
半
分

を
補
助
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま

〔
議
員
〕　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
会
社
の
概
要
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

〔
神
社
長
〕　

私
た
ち
山
神
は
、
主
に
半
成

貝
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー
ホ
タ
テ
と
呼
ば

れ
る
一
年
貝
を
養
殖
・
加
工
し
て
お

り
、
５
年
前
か
ら
Ｅ
Ｕ
な
ど
に
も
輸
出

し
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
は
北
海
道
産

に
比
べ
る
と
甘
み
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
ね
。

〔
神
社
長
〕　

そ
う
で
す
。
八
甲
田
に
降
っ

た
雪
が
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
雪
解
け
水
と

特 集

ホタテ養殖・加工業者

今回のテーマは「ホタテ養殖・加
工業者」。青森県はホタテガイ養
殖の日本一で、特に陸奥湾はホタ
テの一大産地です。本市の令和３
年のホタテガイの漁獲金額は25億
円となっており、ホタテガイ養殖
が漁獲金額の約９割を占めていま
す。青森産のホタテは甘く高品質
で、市場でもひときわ人気ですが、
一方で、昨年からホタテの稚貝の
不足が問題になっています。今回
は、ホタテの養殖から加工、販売
まで行う「株式会社　山

やまじん
神」の神

社長と穐元専務にお話を伺いまし
たので、その内容をお届けします。

あ お も りin

今回の取材にご協力いただいた「株式会社　山神」の神武徳代表取締役社長

（左）と穐元美幸専務取締役本部長（右）。神社長自ら、漁師として海に出てホタ

テの養殖をしています。
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し
た
（
※
）。
市
と
し
て
も
稚
貝
の
減
少

に
対
し
て
、
自
然
繁
殖
を
促
す
目
的
で

支
援
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
御
社
の
商
品
は
青
森
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
な
り
ま
し

た
ね
。　
※
閉
会
日
に
お
い
て
可
決

〔
穐
元
専
務
〕　

は
い
。
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ

る
お
酒
の
つ
ま
み
、
ご
は
ん
の
お
か
ず

と
し
て
「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ほ
た
て
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
ラ
ー

油
の
二
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
開
発

に
当
た
っ
て
は
、
誰
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

当
て
る
か
で
非
常
に
悩
み
ま
し
た
が
、

若
い
人
に
食
べ
て
も
ら
わ
な
い
と
将
来

が
な
い
と
思
い
、
若
い
人
や
子
ど
も
た

ち
向
け
に
作
り
ま
し
た
。

〔
議
員
〕　

水
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
ん
で

す
よ
ね
。

〔
穐
元
専
務
〕　

真
水
を
使
う
と
浸
透
圧
で

う
ま
み
が
外
に
出
て
し
ま
う
の
で
、
沖

合
300
ｍ
か
ら
海
水
を
く
み
上
げ
、
飲
料

水
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
き
れ
い
に
し
た

滅
菌
海
水
を
、
全
て
の
製
造
工
程
で
使
っ

て
い
ま
す
。
我
々
の
自
慢
の
一
つ
で
す
。

〔
議
員
〕　

海
外
へ
の
輸
出
も
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
？

〔
穐
元
専
務
〕　

近
年
、
ホ
タ
テ
の
輸
出
は

す
ご
い
勢
い
で
伸
び
て
い
て
、
水
産
物

の
中
で
も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。
た

だ
、
こ
の
手
の
加
工
品
は
そ
の
国
々
で

規
制
が
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
の
で
、

我
々
と
し
て
は
、
原
材
料
の
ま
ま
で
は

な
く
、
付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
を
発

信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕　

玄
関
に
い
ろ
い
ろ
な
認
定
書
が

飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
ね
。

〔
穐
元
専
務
〕　

Ｅ
Ｕ
―
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
対

米
Ｅ
Ｕ
―
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
の
認
定
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
海
外
で
は
証
明
を
求

め
る
の
が
標
準
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

海
外
に
輸
出
す
る
際
に
は
必
須
で
す
。

〔
議
員
〕　

市
に
対
し
て
何
か
要
望
は
あ
り

ま
す
か
？

〔
穐
元
専
務
〕　

な
か
な
か
後
継
者
が
育
た

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
漁
師

さ
ん
が
生
産
し
や
す
い
環
境
、
海
水
温

な
ど
に
影
響
さ
れ
な
い
稚
貝
作
り
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〔
神
社
長
〕　

ホ
タ
テ
の
残
さ
処
理
は
、
ほ

か
の
地
域
で
は
事
業
者
ご
と
に
処
分
し

て
い
ま
す
が
、
青
森
市
は
、
漁
協
ご
と

に
集
め
て
、
清
掃
工
場
で
処
分
し
て
い

ま
す
。
残
さ
へ
の
支
援
は
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
議
員
〕　

本
日
は
、
貴
重
な
お
話
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取材を終えて。ご協力誠にありがとうございました。

（取材日：令和５年２月14日）

青森市ふるさと納税の返礼品になっている

「ゴロゴロほたて」のオリーブオイル＆ラー油
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● 

第
１
回
定
例
会
議
案
等
審
議 

●

●
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

　
会
期
32
日
間　

２
月
21
日
～
３
月
24
日

青
森
市
議
会
で

　
議
決
し
た
主
な
議
案
で
す
。

●
第
１
回
定
例
会
で
可
決
等
し
た

�

議
案
・
請
願

　
市
長
提
出
議
案
81
件
中 �

 

81
件

�

（
可
決
76
件
、
同
意
５
件
）

　
議
員
提
出
議
案
13
件
中 �

 

８
件

�

（
可
決
）

　
請
願
２
件
中 �

 

０
件

�

（
採
択
）

■�

以
上
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
全
て
の
議
案
名
と
結

果
は
、
＊
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御

覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
を
可
決

し
ま
し
た

その１　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
開
会
日
に
、
令

和
５
年
度
当
初
予
算
案
と
し
て
、
一
般

会
計
を
は
じ
め
、
８
つ
の
特
別
会
計
、

５
つ
の
企
業
会
計
及
び
39
の
財
産
区
特

別
会
計
の
計
53
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

�　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
市
長
か
ら
、
令
和
５
年
度
の
当

初
予
算
は
、
新
た
な
判
断
を
要
す
る
政

策
的
経
費
の
一
部
を
計
上
し
な
い
「
骨

格
予
算
」
と
位
置
づ
け
、
予
算
規
模
は

１
千
229
億
700
万
円
と
な
り
、
令
和
４
年

度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
、
９
億
400

万
円
の
減
と
な
っ
た
と
の
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
財
産
区
を
除
く
一
般

会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
合
わ

せ
て
総
額
２
千
597
億
８
千
623
万
７
千
円

に
上
る
同
案
の
う
ち
、
一
部
予
算
案
に

つ
い
て
は
採
決
を
行
い
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
そ
の
他
の
予
算
案
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令和５年度特別会計・企業会計予算額
会　計　名 予算額 対前年度増減

特　
別　
会　
計

競 輪 298.1億円 11.7億円
国民健康保険 261.6億円 △15.8億円
宅 地 造 成 0.9億円 △2.2億円
卸 売 市 場 8.1億円 △0.2億円
介 護 保 険 326.3億円 12.0億円
母子父子寡婦
福祉資金貸付金 1.2億円 0.6億円

後期高齢者医療 39.4億円 1.9億円
駐 車 場 2.2億円 △0.2億円
合 計 937.8億円 7.8億円

企�

業�

会�

計

病 院 139.9億円 0.3億円
水 道 92.3億円 △3.5億円
自 動 車 運 送 28.8億円 △1.6億円
下 水 道 164.2億円 0.1億円
農業集落排水事業 5.8億円 △0.2億円
合 計 431億円 △4.9億円

令和５年度青森市一般会計予算額

1229億700万円
（対前年度：－９億400万円）

依存財源
66.3％

自主財源
33.7％

その他依存財源
93.3億円

市債
66.9億円

地方交付税
271.7億円

国・県支出金
383.4億円

その他
自主財源
32.5億円

諸収入
14.8億円

繰入金
24.1億円

市税
342.4億円

歳 入

その他（商工費、
農林水産業費、
議会費など）
53.4億円

消防費
41.2億円
衛生費
86.0億円
総務費
88.6億円

土木費
120.3億円

公債費
133.2億円

教育費
135.1億円

民生費
571.3億円

歳 出

＊市議会ホームページ
　http://www.city.aomori.aomori.jp/gikai/top.html
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● 

第
１
回
定
例
会
議
案
等
審
議 

●

令
和
４
年
度
３
月
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た

その２

青
森
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
可
決
し

ま
し
た

その３

青
森
市
都
市
公
園
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
条
例
案
を
可
決

し
ま
し
た

その４

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
の
海

水
温
等
の
影
響
に
伴
い
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

稚
貝
保
有
量
が
減
少
し
た
た
め
、
本
市

の
主
要
水
産
物
で
あ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
生

産
を
漁
業
者
が
安
定
的
に
行
え
る
よ

う
、
母
貝
確
保
対
策
及
び
漁
業
団
体
経

営
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
の
ほ

か
、
保
育
所
や
障
害
児
通
所
支
援
事
業

所
等
の
送
迎
バ
ス
内
に
お
け
る
幼
児
等�

の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
た
め
、
ブ
ザ
ー�

や
セ
ン
サ
ー
等
の
安
全
装
置
の
装
備
に

要
す
る
経
費
等
を
計
上
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
議
案
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

�　
な
お
、
補
正
後
の
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
青
森
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算
額　

�

41
億
１
千
136
万
３
千
円

　
補
正
後
の
予
算
額

�

１
千
381
億
630
万
６
千
円

●�

青
森
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
健
康
保
険
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
青
森
市
国
民

健
康
保
険
条
例
に
お
い
て
改
正
が
必
要

な
項
目
に
つ
い
て
改
正
す
る
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
際
に
支

給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い

て
、
出
産
に
か
か
る
費
用
が
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
い
て
、
全

国
一
律
で
50
万
円
に
引
き
上
げ
る
べ
き

と
い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

を
、
40
万
８
千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
同
案
に
つ
い
て
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

●�

青
森
市
都
市
公
園
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
条
例

　

�　
今
期
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
７
月

の
供
用
開
始
に
向
け
整
備
を
進
め
て
い

る
（
仮
称
）
青
森
市
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い

て
、
名
称
を
青
森
市
総
合
体
育
館
と
定

め
る
ほ
か
、
施
設
の
位
置
づ
け
や
利
用

料
金
の
基
準
額
の
設
定
な
ど
、
維
持
管

理
・
運
営
業
務
に
係
る
条
例
に
関
し

て
、
所
要
の
改
正
等
を
行
う
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
青
森
市
総

合
体
育
館
及
び
青
い
森
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー�

ク
駐
車
場
を
有
料
公
園
施
設
と
し
て
設

置
し
、
当
該
施
設
の
利
用
料
金
の
基
準

額
を
定
め
る
ほ
か
、
青
森
市
総
合
体
育

館
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
閉
館
す
る
青

森
市
民
体
育
館
に
係
る
規
定
を
削
除
す

る
等
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

�　
市
議
会
で
は
、
同
案
に
つ
い
て
採
決

を
行
っ
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

青色は、総務企画常任委員会に関連する質問・質疑です。

　

�　
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た

一
般
質
問
及
び
議
案
質
疑
の
中
か
ら
、

一
議
員
に
つ
き
一
項
目
の
質
問
及
び
答

弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
質
問
・
質
疑
を
行
っ
た
議
員
数

　
●
第
１
回
定
例
会

　
　
一
般
質
問 �

 

24
名

　
　
予
算
特
別
委
員
会 �
 

20
名

　
（
小
豆
畑
委
員
長
、
竹
山
副
委
員
長
）

※�

本
会
議
で
の
一
般
質
問
等
の

様
子
に
つ
い
て
は
、
生
中
継

及
び
録
画
映
像
の
配
信
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
上
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
こ
と
を

　
　
　
聞
き
ま
し
た
。

防
災
対
策
に
お
い
て
、
津
波
等
と
と
も

に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
高
潮
対
策
で

す
が
、
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
概
要

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
県
で
は
、
令
和
４
年
度
中
に
青
森
市
及

び
蓬
田
村
を
高
潮
浸
水
想
定
区
域
と
し

て
指
定
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
指
定
を
受
け
た
後
、
県

が
公
表
す
る
高
潮
浸
水
想
定
に
基
づ

き
、
市
民
の
迅
速
な
避
難
行
動
や
高
潮

に
対
す
る
防
災
意
識
の
啓
発
を
図
る
た

め
、
高
潮
に
関
す
る
情
報
や
高
潮
浸
水

想
定
区
域
、
浸
水
想
定
深
、
浸
水
継
続

時
間
な
ど
を
記
載
し
た
当
該
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Q

高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
概

要
に
つ
い
て公

明
党　

工く

藤ど
う　
夕ゆ
う
介す
け

市
の
職
員
提
案
制
度
の
提
案
実
績
に
つ

い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
職
員
提
案
制
度
は
、
職
員
か
ら
提
案
を

募
集
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務
効
率

の
向
上
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
ア

イ
デ
ア
の
事
業
化
を
目
指
す
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
実
績
と
し
て

は
、
駅
前
庁
舎
の
床
面
へ
の
案
内
表
示

の
設
置
、
水
道
料
金
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

決
済
の
導
入
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
民
連
携
の
仕
組
み
化
に

関
す
る
提
案
を
踏
ま
え
、
公
民
連
携
に

係
る
総
合
窓
口
を
設
け
る
た
め
、
令
和

５
年
度
か
ら
連
携
推
進
課
を
新
設
す
る

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

Q

行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

工く

藤ど
う　
健け
ん

質

問

質

疑

・

災　害

総　務
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◆
各
議
員
の
質
問
・
質
疑
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら

15
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
当
該
交
付
金
の
交
付
額

及
び
活
用
事
業
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
に
お
け
る
令
和
４
年
度
の
当
該
交

付
金
の
交
付
額
は
36
億
７
千
781
万
９
千

円
で
、
活
用
し
た
主
な
事
業
は
、
市
民

の
生
活
を
応
援
し
、
消
費
喚
起
に
つ
な

げ
る
た
め
の
「
青
森
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
」
や
、
小
売
業
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
市
内
事
業
者
に
対

し
、
事
業
継
続
に
必
要
な
経
費
を
支
援

す
る
「
事
業
継
続
支
援
緊
急
対
策
事
業

（
家
賃
支
援
）
」
の
ほ
か
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
に
向
け
た
取
組
で
あ
る
「
市

内
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
」

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

市
は
、
ア
ウ
ガ
に
関
す
る
新
た
な
管
理

ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
、
当
面
見
直
す
考

え
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
当
面
と

は
、
20
年
と
い
う
区
切
り
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
平
成
29
年
度
以
降
の
ビ
ル
全
体
の
管
理

業
務
に
当
た
り
、
床
の
賃
借
料
の
無
償

化
な
ど
、
地
権
者
の
方
々
に
も
ご
負
担

い
た
だ
き
、
共
益
費
、
地
代
等
と
一
体

と
し
た
管
理
ス
キ
ー
ム
を
改
め
て
構
築

し
て
お
り
、
特
段
の
事
情
変
更
が
な
い

限
り
、
見
直
す
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
使
用
貸
借
契
約
の
期
間
は
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
の
20
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Q

ア
ウ
ガ
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

中な
か
村む
ら　
美み

津つ

緒お

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

藤ふ
じ
田た　
誠ま
こ
と

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
と
、
救
急
搬
送

さ
れ
る
人
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
現
在
、
市
内
の
消
防
職

員
で
救
急
救
命
士
の
有
資
格
者
は
、
何

人
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
に
お
け
る
救
急
救
命
士
に
つ
い
て

は
、
救
急
隊
１
隊
に
つ
き
４
名
か
ら
６

名
、
救
急
隊
の
合
計
10
隊
で
合
計
56
名

を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
救
急

出
動
件
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

救
急
救
命
士
に
つ
い
て
は
、
退
職
等
に

よ
る
欠
員
に
対
し
計
画
的
に
資
格
者
の

養
成
に
努
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
救

急
業
務
全
般
に
お

い
て
も
大
き
な
支

障
は
来
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

Q

消
防
行
政
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

奈な

良ら　
祥よ
し
孝た
か

財　政

施設管理

消　防
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

市
の
Ｄ
Ｖ
相
談
実
人
数
と
相
談

延
べ
件
数
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

小あ

豆ず

畑は
た　
緑み
ど
り

国
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
、
令
和

２
年
度
は
18
万
２
千
188
件
、
令
和
３
年

度
は
17
万
６
千
967
件
で
、
毎
月
１
万
６

千
件
程
度
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
Ｄ
Ｖ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
相
談
実
人
数
と
相
談
延
べ
件
数
に
つ

い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
の
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
、
平
成
27
年
度
以
降
の
隔
年
の
Ｄ
Ｖ

相
談
実
人
数
及
び
延
べ
件
数
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
は
64
人
で
244
件
、
平

成
29
年
度
は
84
人
で
380
件
、
令
和
元
年

度
は
129
人
で
636
件
、
令
和
３
年
度
は
127

人
で
655
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、�

Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
対
象
者
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
当
該
カ
ー
ド
が
加
害
者
の
元

に
あ
り
、
悪
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
カ
ー
ド
の
一
時
停
止
を

行
っ
た
上
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
変
更
す

る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
当
該

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
対
象
者
本
人
の
税

情
報
や
子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
な
ど

は
、
不
開
示
と
な
り
確
認
で
き
な
く
な

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
書
面
を
渡
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
注
意
事
項
を
説
明
し

て
い
ま
す
。

Q

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て

日
本
共
産
党　

山や
ま
田だ　
千ち

里さ
と

市
に
お
け
る
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
の
理
解
促
進
の
た
め
の
取
組

状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
青
森
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
お
い

て
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
々

に
対
し
、
人
権
の
尊
重
と
多
様
性
の
観

点
か
ら
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
考
え
の
も
と
、「
に
じ

い
ろ
電
話
相
談
」
の
開
設
や
市
民
向
け

講
座
の
開
催
、
男
女
共
同
参
画
情
報
紙

へ
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

用
語
解
説
等
の
基
礎
知
識
や
啓
発
記
事

の
掲
載
、
庁
内
各
課
に
お
け
る
申
請
書

等
の
性
別
欄
の
見
直
し
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Q

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ

い
て

日
本
共
産
党　

相そ
う
馬ま　
純じ
ゅ
ん

子こ

緑色は、文教経済常任委員会に関連する質問・質疑です。

市民生活

市民生活

市民生活

あおもり市議会だより　ぎかいの森 8



東
北
絆
ま
つ
り
2023
青
森
の
実
施
体
制
に

つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
６
月
17
・
18
日
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る

当
該
ま
つ
り
の
実
施
体
制
に
つ
い
て

は
、
東
北
６
市
の
市
長
等
で
構
成
す
る

東
北
絆
ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
会
長
は
開
催
市
の
青
森
市
長
、
事

務
局
は
市
の
ほ
か
、
青
森
商
工
会
議

所
、
青
森
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

の
職
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
は
、
経
済
部
観
光
課
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
現
在
、

３
月
末
の
実
施
計
画

策
定
に
向
け
、
事
業

者
と
パ
レ
ー
ド
の
運

営
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
な
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

Q

東
北
絆
ま
つ
り
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

澁し
ぶ
谷た
に　
洋よ
う
子こ

米
価
下
落
に
対
す
る
農
業
政

策
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

小お

倉ぐ
ら　
尚た
か
裕ひ
ろ

青
森
市
米
価
下
落
緊
急
対
策
事
業
の
概

要
と
実
施
状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
事
業
は
、
令
和
４
年
産
水
稲
種
子

購
入
費
を
補
助
す
る
水
稲
種
子
購
入
支

援
事
業
、
令
和
４
年
の
農
業
経
営
収
入

保
険
の
保
険
料
を
補
助
す
る
収
入
保
険

加
入
促
進
事
業
、
市
内
外
の
大
学
等
に

通
う
本
市
出
身
の
学
生
等
へ
本
市
産
米

を
送
付
す
る
青
森
市
産
米
消
費
拡
大

（
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
事
業
の

３
つ
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
602
件
の

申
請
で
申
請
額
は
２
千
504
万
４
千
754
円
、

215
件
の
申
請
で
申
請
額
は
１
千
185
万
７

千
571
円
、
２
千
360
件
の
発
送
件
数
で�

570
万
501
円
の
実
績
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

窓
口
に
お
け
る
会
話
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
等
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
シ
ス
テ
ム
は
、
窓
口
で
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
の
双
方
向
の
会
話
を

聞
こ
え
や
す
く
す
る
も
の
で
す
が
、
市

民
課
窓
口
で
は
、
職
員
が
大
き
な
声
で

は
っ
き
り
お
伝
え
す
る
こ
と
を
心
掛
け

る
な
ど
し
て
、
お
客
様
と
の
意
思
疎
通

を
図
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
の

窓
口
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
の
有
無

に
つ
い
て
、
国
等
の
動
向
を
注
視
し
、

引
き
続
き
、
お
客
様
と
の
意
思
疎
通
の

確
保
に
努
め
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q

窓
口
に
お
け
る
音
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

里さ
と
村む
ら　
誠せ
い
悦え
つ

観　光

農林水産

東北絆まつり出陣予定の
「龍王（竹浪 比呂央 作）」

市民生活
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

今
定
例
会
に
お
い
て
、
補
正
予
算
で
提

案
さ
れ
て
い
る
当
該
事
業
の
内
容
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
事
業
は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
６

月
頃
に
出
荷
予
定
の
半
成
貝
を
漁
業
協

同
組
合
が
漁
業
者
か
ら
購
入
し
、
自
然

繁
殖
を
促
す
た
め
に
地
ま
き
放
流
を
行

う
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
ホ
タ

テ
ガ
イ
母
貝
確
保
対
策
事
業
及
び
漁
業

協
同
組
合
が
漁
場
の
管
理
を
行
う
た
め

の
経
費
と
し
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
漁

業
者
が
養
殖
施
設
数
に
応
じ
て
負
担
す

る
漁
業
行
使
料
を
免
除
す
る
経
費
の
２

分
の
１
を
補
助
す

る
漁
業
団
体
経
営

支
援
対
策
事
業
を

行
う
も
の
で
す
。

Q

近
年
、
リ
ン
ゴ
生
産
者
か
ら
、
老
朽
化

し
た
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
更
新

の
要
望
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
市
の

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
果
樹
生
産
防
除
機
械
・
施
設

整
備
事
業
の
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
５
年
間
で
合
計
15
台
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

更
新
へ
の
支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る
団

体
も
あ
り
ま
す
が
、
更
新
へ
の
支
援
に

は
、
共
同
防
除
組
織
の
担
い
手
や
、
そ

れ
に
伴
う
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

運
営
方
法
等
を
含

め
て
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
母
貝
確
保
に
関
す
る
事

業
に
よ
り
、
本
市
の
ホ
タ
テ
産
業
の
将

来
像
が
ど
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
の
か
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
と
し
て
は
、
令
和
６
年
に
産
卵
す
る

母
貝
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
か
つ
継
続
的
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
母
貝
確
保

対
策
事
業
や
漁
業
団
体
経
営
支
援
対
策

事
業
に
よ
り
、
母
貝
の
確
保
や
養
殖
へ

の
支
援
な
ど
を
行
い
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

安
定
的
生
産
・
供
給
が
将
来
に
わ
た
っ

て
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
も
の
で
す
。

Q

農林水産

農林水産

農林水産

青
森
市
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
力

強
化
支
援
事
業
に
つ
い
て

公
明
党　

山や
ま
も
と本　
武た
け
と
も朝

リ
ン
ゴ
生
産
支
援
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

長は

谷せ

川が
わ　
章し
ょ
う

悦え
つ

青
森
市
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
力

強
化
支
援
事
業
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

舘た
て
山や
ま　
善よ
し
也や

果樹園の薬剤散布に使用される
スピードスプレーヤー　　　　

ホタテの水揚げ作業の様子
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当
該
ブ
ー
ス
に
お
い
て
撮
影
で
き
る
期

間
を
前
倒
し
す
る
な
ど
、
期
間
を
延
ば

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
令
和
４
年
度
の
は
た
ち
の
つ
ど
い
の
開

催
に
当
た
り
、
式
典
終
了
後
か
ら
令
和

５
年
１
月
９
日
ま
で
の
間
、
や
む
を
得

ず
当
日
式
典
に
参
加
で
き
な
い
方
な
ど

が
記
念
の
写
真
撮
影
を
で
き
る
よ
う
、

駅
前
庁
舎
１
階
に
記
念
写
真
撮
影
ブ
ー

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
の
は
た
ち
の
つ
ど
い
の
開
催
に
向
け

て
、
前
倒
し
に
よ

る
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q

は
た
ち
の
つ
ど
い
の
記
念
写

真
撮
影
ブ
ー
ス
に
つ
い
て

公
明
党　

渡わ
た
な
べ部　
伸の
ぶ
ひ
ろ広

市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

又
八
沼
に
生
息
す
る
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
の

現
状
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
又
八
沼
に
生
息
す
る
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
に

つ
い
て
は
、
地
元
町
会
を
中
心
に
構
成

さ
れ
る
「
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
を
守
る
会
」

が
、
現
在
ま
で
保
護
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
２
年
８
月
に
、
又
八

沼
か
ら
本
県
に
は
自
然
分
布
し
な
い
モ

ツ
ゴ
と
思
わ
れ
る
個
体
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
種
の
置
き
換
わ
り
が

進
み
、
最
終
的
に
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
は
絶

滅
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同
団
体
の
保
護

活
動
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

又
八
沼
に
生
息
す
る
シ
ナ
イ

モ
ツ
ゴ
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

柿か
き
崎ざ
き　
孝こ
う
治じ

浪
岡
中
学
校
の
校
舎
屋
上
防
水
工
事
の

設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
工
事
予
定
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
浪
岡
中
学
校
の
校
舎
に
お
い
て
、
屋
上

防
水
全
体
の
劣
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
４

年
度
に
屋
上
防
水
工
事
の
設
計
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
浪
岡
中
学
校
は
校
舎

の
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
度
に
は
一
般
教
室
棟
、
木
工
金
工
室

棟
、
昇
降
口
棟
の
工
事
を
、
令
和
６
年

度
に
は
管
理
・
特
殊
学
級
棟
、
特
別
教

室
棟
、
普
通
教
室
棟
に
つ
な
が
る
渡
り

廊
下
の
屋
上
防
水
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

Q
教　育

浪
岡
地
区
の
教
育
環
境
に
つ

い
て

日
本
共
産
党　

天あ
ま
内な
い　
慎し
ん
也や

教　育

令和４年度、駅前庁舎１階に設置した
はたちのつどい記念撮影スポット

文化財
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

冬
期
間
の
道
路
に
お
い
て
、
マ
ン
ホ
ー

ル
の
熱
に
よ
る
段
差
で
交
通
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
段
差
を
解
消
す
る
た
め
に
、
発
泡
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
製
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
断
熱
蓋
の
設
置
に
は
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
や
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
存
在
を
圧
雪
が
覆
い
隠
す
こ

と
に
よ
り
、
突
発
的
な
異
常
発
生
時
に

マ
ン
ホ
ー
ル
の
位
置
特
定
に
時
間
を
要

し
、
迅
速
な
対
応
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

は
、
断
熱
蓋
設
置
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

冬
期
間
の
道
路
の
マ
ン
ホ
ー

ル
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

村む
ら
川か
わ　
み
ど
り

今
冬
の
除
排
雪
事
業
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

A
今
冬
の
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
全
面
委

託
工
区
を
155
工
区
か
ら
164
工
区
に
、
雪

捨
て
場
を
33
か
所
か
ら
35
か
所
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
貸
出
す
小
型
除

雪
機
を
41
台
か
ら
50
台
に
増
や
す
な

ど
、
除
排
雪
体
制
を
強
化
し
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置

に
伴
い
、
市
職
員
に
よ
る
小
型
ロ
ー
タ

リ
除
雪
車
で
の
歩
道
除
雪
等
の
実
施
の

ほ
か
、
パ
ト
ロ
ー
ル
班
の
12
班
か
ら
14

班
体
制
へ
の
対
応
強
化
、
雪
に
関
す
る

相
談
の
受
付
時
間

の
２
時
間
延
長
な

ど
、
本
部
体
制
を

強
化
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

Q

今
冬
の
除
排
雪
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

木き
の
し
た下　
靖や
す
し

令
和
５
年
３
月
22
日
か
ら
、
市
バ
ス
岡

町
線
の
発
着
場
所
を
古
川
か
ら
青
森
駅

西
口
へ
変
更
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

乗
り
継
ぎ
を
考
え
た
と
き
に
、
こ
れ
ま

で
利
用
し
て
き
た
岡
町
住
民
の
負
担
が

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
発
着
場
所
を
古
川
か
ら
青
森
駅
西
口
に

変
更
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
と
の
乗
り
継

ぎ
環
境
が
向
上
す
る
こ
と
、
ま
た
、
市

営
バ
ス
も
多
く
の
便
が
青
森
駅
東
西
広

場
に
乗
り
入
れ
て
お
り
、
そ
の
バ
ス
同

士
の
乗
り
継
ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
は
向
上
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

市
バ
ス
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

赤あ
か
平ひ
ら　
勇ゆ
う
人と

道　路

除排雪

除排雪作業の様子

マンホール内部からの熱を
防ぐ断熱蓋（黄色の蓋）

交　通

橙色は、都市建設常任委員会に関連する質問・質疑です。
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雪
解
け
後
、
空
き
地
や
山
林
等
に
家
電

な
ど
の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
本
市
の
一
般
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
発
生
確
認
件
数
に
つ
い
て
、
過

去
３
年
間
の
実
績
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
不
法
投
棄
に
対
す
る
未
然
防

止
及
び
再
発
防
止
対
策
に
努
め
て
お

り
、
本
市
に
お
け
る
過
去
３
年
間
の
実

績
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
が
155

件
、
令
和
３
年
度
が
75
件
、
令
和
４
年

度
が
令
和
５
年
２
月
末
時
点
で
63
件

と
、
近
年
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
撤
去

等
の
適
正
処
理
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

Q

不
法
投
棄
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

木き

ど戸　
喜き

み

お
美
男

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

「
（
仮
称
）
み
ち
の
く
風
力
発
電
事
業

の
中
止
を
求
め
る
請
願
」
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
市

の
取
組
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

A
当
該
事
業
は
、
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ

ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
計
画
す

る
風
力
発
電
事
業
で
あ
り
、
令
和
４
年

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
事
業
の
中

止
を
求
め
る
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
事
業
者
側
か
ら

誠
意
あ
る
対
応
が
早
期
に
示
さ
れ
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
と
し
て
、
当
該

事
業
に
対
し
反
対
の
立
場
で
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Q

（
仮
称
）
み
ち
の
く
風
力
発

電
事
業
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

木き

村む
ら　
淳じ
ゅ
ん

司じ

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
に
つ
い

て
、
本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
で
は
、
2030
年
度
ま
で
に
2013
年
度
比
で

31
％
の
削
減
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
2021

年
に
国
が
新
た
に
46
％
削
減
の
目
標
を

掲
げ
た
後
も
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。
早
急
な
削
減
目
標
の
引
上
げ
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
本
市
の
削
減
状

況
は
、
2013
年
度
比
で
何
％
と
な
っ
て
い

る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
の
2020
年
度
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
241
・
２
万
ト
ン
CO2
で
あ

り
、
基
準
年
度
の
2013
年
度
か
ら
35
・
７

万
ト
ン
CO2
が
減
少
し
、
率
に
し
て
、

12
・
９
％
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
状
況
に
つ
い
て

無
所
属　

小お

熊ぐ
ま　
ひ
と
美み

環　境

赤色は、民生環境常任委員会に関連する質問・質疑です。

環　境

環　境
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※
各
議
員
が
行
っ
た
全
て
の
質
問
・
質
疑
の
う
ち
、
一
項
目
だ
け
を
選
択
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支

援
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
状
況
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

A
ご
み
出
し
の
地
域
の
実
態
把
握
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
町
会
等
か
ら

の
聞
き
取
り
を
中
断
し
て
い
ま
す
が
、

実
態
把
握
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、「
青
森
市
ご
み
問
題
対
策
市
民

会
議
」
な
ど
の
各
種
会
議
等
を
活
用
し

て
聞
き
取
り
を
進
め
、
豪
雪
地
帯
で
あ

る
本
市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
効
率

的
な
方
策
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
と
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
に

つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

関せ
き　
貴た
か
光み
つ

本
市
の
日
中
一
時
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現
状
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
事
業
は
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
に
規
定
す
る
市
町
村
の
判

断
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

業
の
一
つ
で
、
一
時
的
に
見
守
り
等
の

支
援
が
必
要
な
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

が
利
用
で
き
ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成

18
年
10
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
よ
る
障
害
者
支
援
制
度
の
見
直
し

を
受
け
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在

は
30
か
所
の
事
業
所
に
委
託
し
、
利
用

決
定
者
は
314
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

日
中
一
時
支
援
事
業
に
つ
い

て

市
民
ク
ラ
ブ　

竹た
け
や
ま山　
美よ
し
と
ら虎

国
で
は
、
障
害
者
手
帳
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ�

ン
に
表
示
で
き
る
障
害
者
手
帳
ア
プ
リ

と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
連
携
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
信
頼
性
の
高
い
情
報
と
し

て
事
業
者
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
市
の
公
共
施
設
で
も
ア
プ
リ
の

提
示
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
ア
プ
リ
の
活
用
は
、
障
が
い
者
の

利
便
性
を
向
上
す
る
観
点
か
ら
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
部
局
等
へ
理
解
と
協
力
を
求
め
、
障

が
い
者
割
引
の
際
の
本
人
確
認
の
簡
素

化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

障
害
者
手
帳
ア
プ
リ
に
つ
い

て

公
明
党　

軽か
る
ま
い米　
智ち

雅か

こ子

環　境

福　祉

福　祉
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平
成
28
年
８
月
に
、
発
達
障
害
者
支
援

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
に
お

け
る
成
人
期
の
発
達
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
相
談
対
応
と
利
用
で
き
る
制
度
に

つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
相
談
対
応
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
支

援
課
や
市
内
５
か
所
の
委
託
相
談
支
援

事
業
所
等
が
窓
口
と
な
り
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
の
あ
る

方
の
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
は
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
取
得
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
精
神
科

通
院
等
に
係
る
医
療
費
の
助
成
制
度
で

あ
る
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医

療
）
の
利
用
等
が
あ
り
ま
す
。

Q

成
人
期
の
発
達
障
が
い
に
つ

い
て

日
本
共
産
党　

万ま
ん
徳と
く　
な
お
子こ

現
在
、
県
立
中
央
病
院
、
市
民
病
院
と

も
に
外
来
患
者
の
待
ち
時
間
が
長
く
、

統
合
新
病
院
に
な
れ
ば
一
層
の
混
雑
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を

想
定
し
て
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
新
病
院
に
な
る
と
、
医
療
従
事
者
の
集

積
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
老

朽
化
・
動
線
複
雑
化
な
ど
の
解
消
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
患
者
の
待
ち
時

間
対
策
に
も
効
果
を
及
ぼ
す
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
予
約
か
ら
受

付
、
会
計
ま
で
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

行
え
る
予
約
シ
ス
テ
ム
等
、
患
者
に
待

ち
時
間
を
感
じ
さ
せ
な
い
受
入
れ
環
境

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

共
同
経
営
・
統
合
新
病
院
に

つ
い
て

無
所
属　

蛯え
び
名な　
和か
ず
子こ

不
妊
治
療
へ
の

　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

自
民
ク
ラ
ブ　

中な
か
田た　
靖や
す
人ひ
と

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
市
と
し
て
不
妊
治
療
費
の
助

成
を
す
る
考
え
は
な
い
か
お
示
し
く
だ

さ
い
。

A
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
保
険
適
用
後
、

原
則
、
医
療
費
の
３
割
を
窓
口
で
負
担

す
る
こ
と
で
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不
妊
治
療
へ
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
治
療
内
容
な
ど
に

よ
り
、
医
療
費
や
治
療
期
間
も
異
な

り
、
自
己
負
担
額
に
も
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
保
険
適
用
後
の
治
療
内

容
や
自
己
負
担
額
な
ど
に
つ
い
て
、
医

療
機
関
や
助
成
を
実
施
し
て
い
る
他
市

の
状
況
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

福　祉

病　院

福　祉
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今期定例会の一般質問では質問者が24名で、除排雪や風力発電、教育に
ついてなどの質問がありました。私は、市政発展のためには、青森市が
どのような経緯を経て現在に至ったのかなど、市の歴史を知ることも必
要だと考えます。皆様も、本市の歴史に触れてみてはいかがでしょうか。

編集後記

議会だより編集会議
副会長 里村 誠悦

　令和４年「議員とカダる会」の代替措置として、令和４年８月から10月にかけて実施した当該ア
ンケートに、多くの皆様からご意見をお寄せいただき、誠にありがとうございました。
　頂いたご意見等については報告書にまとめ、執行機関に伝えたほか、ご意見の一部については
「議会の意見」として執行機関に回答を求めていますので、後日、その回答は市議会ホームページ
等を通じてお知らせいたします。

◆「ぎかいの森」についてのアンケート結果について �
　今回、実施したアンケートのうち、「ぎかいの森」に関する質問をしていますので、そのご意見
の一部をご紹介いたします。

　■�回答者数：21人

　 �問　��市議会では、あおもり市議会だより「ぎかいの森」を年４回発行していますが、「ぎかいの森」に対するご意見、ご要望などがありましたら、何でもお聞かせください。

　　◆��青森市が抱えている課題や取組が分野ごとにわかりやすくまとめられているため、毎回関
心を持って拝読しております。

　　◆�毎回丁寧に見てます。議会の審議の状況、議員の質問など、理解できて、良い編集です。
　　◆�毎号楽しみにしている。文字サイズ、フォント、行間等たいへん読みやすく、好感がもてる。
　　◆�特にない。毎回読んでいる。ただ議員の質問に対して、受け流す回答が多い気がする。
　　◆�議会で話し合われた内容は、専門用語をなるべく少なくすべきだと思う。
� ※ご意見については、基本的に寄せられた文面そのままにしています。

　なお、「ぎかいの森」はご自宅に届く紙の紙面や、市議会ホームページでご覧になれるほか、無料
アプリ「マチイロ」ではスマホやタブレット端末からご覧になれます。

　市議会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、定例会の開催に当たって、
様々な取組を行ってきましたが、令和５年第１回定例会において、運営スキームの一部を改正しま
した。主な改正は次のとおりです。

　●�傍聴席は、傍聴者同士の間隔を広げるため、一部の席を利用不可としていましたが、今定例会
では、全ての席をご利用できるようにしました。

　●�一般質問の際の議員の出席者は、半数程度となるよう各会派で人数を調整していましたが、今
定例会では、全ての議員及び理事者が出席することとしました。

　なお、傍聴を希望される方、また、議員及び理事者においては、引き続き、マスクの着用、入場
前の体温計測・アルコールによる手指消毒を行っています。

ぎ
か
い
の
森

ぎかいの森

令
和
5
年
5
月　
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市議会ホームページ　http://www.city.aomori.aomori.jp/gikai/top.html

令和５年第１回定例会の傍聴者は86人でした。

市政及び市議会に関するアンケートの
集計結果を市に送付しました

市議会での感染症対策について
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